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護岸対策（水ガラス等）
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タンクエリア周辺の調査状況
平 成 ２ ５ 年 ９ 月

東 京 電 力 株 式 会 社

Ｈ４タンクエリアにあるボルト締め型タンク（Ｎ０．５タンク）から高濃度の汚染水が３００トン漏えいしていることを確認しま

 
した（８月１９日）。そのため、汚染水の拡散状況を広域的に把握するためモニタリングの強化を進めています。モニタリングの結果は

 
当社ホームページ等で速やかにお知らせしてまいります。

１

（２）地下水バイパス揚水井の値

※単位：ベクレル／リットル

（３）南放水口・排水路

（３）南放水口・排水路の値（抜粋）

○南放水口付近海水

 

セシウム１３７：

 

２．２

 

(9/19)
全ベータ

 

：検出限界値(20)未満(9/19)

○Ｃ排水路３５ｍ盤出口
セシウム１３７：検出限界値(26)未満(9/19)
全ベータ

 

：検出限界値(13)未満(9/19)

○Ｂ－Ｃ排水路合流地点

 

セシウム１３７：検出限界値(26)未満(9/19)
全ベータ

 

：検出限界値(13)未満(9/19)

Ｂ・Ｃ排水路の８箇所の地点にてモニタリングを

 

実施しています。排水路の常時監視についても

 

準備を進めております。（１１月末にモニタ設置予定）

※単位：ベクレル／リットル

 

（

 

）内日付は採取日

（１）Ｈ４タンクエリア
周辺

Ｅ－１地点（漏えい箇所の北側）で高濃度のトリチウムが検出されています。

（１）Ｈ４タンクエリア周辺地下水の値（抜粋）

Ｈ４タンクエリア周辺拡大図
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全ベータ

 

：

 

３４０(9/19)
トリチウム：

 

４１，０００(9/18)

＜Ｅ－２地点＞

 

全ベータ

 

：

 

３５(9/19)
トリチウム：

 

３８０(9/18)

＜Ｅ－４地点＞

 

全ベータ
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７８(9/19)
トリチウム：

 

２１０(9/18)
＜Ｅ－３地点＞

 

全ベータ

 

：

 

５２０(9/19)
トリチウム：

 

検出限界値(120)未満(9/18)

※単位：ベクレル／リットル

（

 

）内日付は採取日

モニタ設置

 

予定箇所

（２）地下水バイパス

揚水井

揚水井 採取日 全ベータ トリチウム
※法令告示濃度：６０，０００ベクレル／リットル

No.１ 検出限界値（１５）未満 ８．９

No.２ 検出限界値（１５）未満 １１

No.３ 検出限界値（１５）未満 検出限界値（６．１）未満

No.４ 検出限界値（１５）未満 ４７

No.5 検出限界値（１５）未満 １１

No.6 検出限界値（１５）未満 １１０

No.7 検出限界値（１５）未満 ４５０

No.8 検出限界値（１５）未満 ５６

No.9 検出限界値（１５）未満 ４９

No.10 検出限界値（１５）未満 ２６０

No.11 検出限界値（１５）未満 ２７０

No.12 検出限界値（１５）未満 ７４０
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9月17日
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G6エリア（北）
8 Bq/L

G6エリア（南）
34 Bq/L

Bエリア（南）
37 Bq/L

G4エリア（南）
3 Bq/L

Ｎ

H2エリア（北）
140 Bq/L

H2エリア（南）
3,700 Bq/L

H3エリア
4,600 Bq/L

H4エリア（北）
170,000 Bq/L

H4エリア（東）
2,400 Bq/L

H9エリア
9 Bq/L

H9エリア（西）
8 Bq/L

H5エリア
430 Bq/L

漏えいのあった

タンク

H4エリア
110 Bq/L

H1エリア
200 Bq/L

H6エリア
160 Bq/L

Cエリア（西）
8 Bq/L

：堰内の水のくみ上げを行ったエリア

：ドレン弁の開操作を行ったエリア

：溢水のあったＢエリア（南）

Eエリア
6 Bq/L

Bエリア（北）
23 Bq/L

Cエリア（東）
24 Bq/L
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今後の対策の方向性

第１回汚染水対策現地調整会議（平成２５年９月９日（月）開催）

決定内容

①汚染水の流出を防止するため、タンク周辺の堰のかさ上げ

②タンクからの汚染水漏えいによる海への流出リスクを低減するため、側溝（排水溝）の暗きょ化

（外部からの汚染水の流入の防止措置）

③水処理循環ラインにおけるタンク周辺の漏えい対策強化（堰の設置と基礎部のコンクリート化）

台風１８号接近に伴う降雨により堰内にたまった水の対応について

２

※各タンクエリアの溜まり水の対応
堰内たまり水の全ベータ放射能分析結果

Ｂエリア（南）の様子

撮影日：平成２５年９月１５日

：堰内の水のくみ上げを行ったエリア

：排水を行ったエリア

：溢水のあったＢエリア（南）

：堰内の水のくみ上げを行ったエリア

：排水を行ったエリア

：溢水のあったＢエリア（南）

①くみ上げ対応を行ったエリア

②排水対応を行ったエリア

堰内の放射能濃度が十分低い値であることを確認したエリア

 

の雨水を排出しました。

エリア名 ９月１５日採取
（単位：ベクレル／リットル）

くみ上げ量 堰内の水位変動

Ｈ１ ２００ 約２０ｔ 約１３ｃｍ→約２ｃｍ
Ｈ２（北） １４０ 約９０ｔ 約５ｃｍ→約３ｃｍ
Ｈ２（南） ３，７００ 約１６０ｔ 約５ｃｍ→約４ｃｍ

Ｈ３ ４，６００ 約１４０ｔ 約１６ｃｍ→約４ｃｎ
Ｈ４（北） １７０，０００ 約２６０ｔ 約１１ｃｍ→約３ｃｍ
Ｈ４（東） ２，４００ 約１２０ｔ 約６ｃｍ→約４ｃｍ

Ｈ４ １１０ 約１００ｔ 約６ｃｍ→約４ｃｍ
Ｈ５ ４３０ 約１２０ｔ 約１５ｃｍ→約１４ｃｍ
Ｈ６ １６０ 約２６０ｔ 約１５ｃｍ→約５ｃｍ

Ｂ（北） ２３ 約１０ｔ 約２０ｃｍ→約５ｃｍ
Ｂ（南） ３７ 約３０ｔ 約２５ｃｍ→約６ｃｍ
Ｇ６（南） ３４ 約１００ｔ 約２０ｃｍ→約５ｃｍ

（小計） 約１，４１０ｔ

エリア名 ９月１５日採取
（単位：ベクレル／リットル）

排水量 堰内の推移変動

Ｈ９ ９ 約６０ｔ 約１６ｃｍ→約４ｃｍ
Ｈ９（西） ８ 約８０ｔ 約１６ｃｍ→約３ｃｍ
Ｃ（東） ２４ 約７０ｔ 約２５ｃｍ→約９ｃｍ
Ｃ（西） ８ 約１６０ｔ 約２５ｃｍ→約２ｃｍ

Ｅ ６ 約４６０ｔ 約１６ｃｍ→約６ｃｍ
Ｇ４（南） ３ 約９０ｔ 約２０ｃｍ→約１４ｃｍ
Ｇ６（北） ８ 約２１０ｔ 約２０ｃｍ→約３ｃｍ

（小計） 約１，１３０ｔ


